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四日市諏訪西商店街振興組合理事長

川村公博さん
　新型コロナウイルス感染症の影響を直に受けた駅前商店街。徐々に規制が解かれるも、未だ自粛の
感覚が残る今年の夏。一時期はぱったりと客足が途絶え、賑わいを失っていた駅前商店街で必死にも
がく人たちがいます。そのうちの一人が、四日市諏訪西商店街振興組合の理事長であり、四日市二番
街発展会の会長も務める川村さんです。普段は、四日市二番街にある「きみちゃんら～めん」の店主
で、本格魚介系ラーメンを振る舞っています。持ち前の明るい人柄でまわりの店舗を巻き込みながら、
さまざまな策を打ち出しこの未曽有の事態と真剣に向き合う川村さんにお話を伺いました。
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■商売って楽しい
四日市に生まれ四日市で育ち、大学卒業後は四
日市商工会議所に10年勤めました。平成４年に
開催された、第１回市民参加型イベント「オープ
ンバザール四日市」で事務局を担った際、模擬店
を出店したことがきっかけで商売の楽しさを知り
ました。それから、市内で行われるイベントで、
さまざまな飲食物を販売しましたが、そのメニュ
ーの中で人気だったのがラーメンでした。そして、
友人から「きみちゃんが作るラーメンおいしいね」
と言われたことから一念発起し、いろいろな人の
縁を頼りにしながら現在の店舗を出すに至りまし
た。

■コロナ禍の駅前商店街
今までに体験したことのない景気の悪さと、人
が来ないのに商売をしないといけない状況がとて
も苦しかったです。コロナが流行し始めた時には、
飲食店で新年度の歓送迎会などの予約のキャンセ
ルが相次ぎました。密を避けることが難しい状況
の中、デリバリーを始めたり、弁当を販売したり
と売上につながる工夫にも取り組んでいる店舗が
多いです。
昨年３月には、「飲
食店応援～さきめし券
～プロジェクト」が立
ち上がりました。これ
は、応援したい飲食店
を指定して、事前に食事券を購入してもらうもの
です。昨年７～12月の期間で行ったプロジェクト
でしたが、第２波、第３波の影響が予想より大きく、
再び悩まされました。しかし、飲食店に縁のある
全国の人から、「行けないけれど券は買うね。落
ち着いたら食べに行くから頑張って」という声を
たくさんいただき、「お世話になった人に、もう
一度おもてなしをしたい」という思いを糧に、み
んなで力を合わせて頑張りました。

■力を合わせて
今年３月、四日市二番街一帯で「コロナ禍スタ

イルで街がにぎわうイベント」として、「ご守
しゅ

印
いん

（酒
しゅ

飲
いん

）マスク」を始めました。このイベントは、
1,000円のマスクをチケットとして購入し、着用
して来店すると、飲食店独自のサービスを受けら
れるというものです。
マスクには「守」の文

字を印字し、「地域を守
る」「マナーを守る」「雇
用を守る」など八つの
「守」でコロナをやっつ
（八つ）けるという思いが掛け合わさっています。
店側は感染症対策を万全にして迎えますので、ぜ
ひ皆さんにはご朱印（酒飲）マスクを購入して、
四日市二番街での飲食を楽しんでほしいです。

■これからを考える
駅前商店街には、市内に限らず県外からも人が

来るので、さまざまな人の交流の場、出会いの場
となっています。そういった人たちが心許すよう
な場を提供し、雰囲気で酔えるような味のある商
店街にしていきたいです。
また、四日市二番街は来年で60周年を迎えま

す。この歴史ある中心市街地を寂れさせてはいけ
ないと思っています。この先何が起こるか分かり
ませんが、変えるべきところはみんなで知恵を出
し合い工夫して変えて、変えてはいけない歴史や
伝統は継承していくというやり方で、四日市二番
街を守っていきたいです。→

四日市諏訪西商店街振興組合理事会

四日市二番街
ホームページ

８月放送のCTY−FM「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）


